広重の名所絵における背景モチーフの描法(下) by 堀内 圭子
は
じ
め
に
本
稿
で
は
、「
広
重
の
名
所
絵
に
お
け
る
背
景
モ
チ
ー
フ
の
描
法
（
上
）」
に
続
き
、
初
代
歌
川
広
重
が
名
所
絵
の
背
景
に
し
ば
し
ば
描
い
た
対
象
（
本
稿
で
は
「
背
景
モ
チ
ー
フ
」
と
呼
ぶ
）
の
描
法
の
変
遷
を
追
い
、
独
自
の
描
法
（
本
稿
で
は
「
広
重
流
」
と
呼
ぶ
）
の
確
立
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
「
上
」
に
お
い
て
第
二
群
、
第
三
群
と
し
て
あ
げ
た
背
景
モ
チ
ー
フ
、
す
な
わ
ち
、
天
候
を
表
す
モ
チ
ー
フ
と
、
空
に
存
在
す
る
モ
チ
ー
フ
を
分
析
対
象
と
す
る
。
天
候
を
表
す
モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
、
降
り
し
き
る
雨
と
雪
を
取
り
上
げ
る
。
空
に
存
在
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
、
連
な
っ
て
飛
ぶ
鳥
と
、
夜
空
に
咲
く
花
火
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
「
上
」
で
行
っ
た
分
析
と
同
様
に
、
広
重
自
身
の
年
代
比
較
と
、
種
本
や
他
の
絵
師
た
ち
の
作
品
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
広
重
流
の
出
現
を
探
る
（
１
）
。
あ
わ
せ
て
、
広
重
の
最
盛
期
が
天
保
年
間
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
背
景
モ
チ
ー
フ
の
描
法
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
。一
、
天
候
を
表
わ
す
モ
チ
ー
フ
〈
降
り
し
き
る
雨
〉
広
重
の
描
く
風
景
は
概
し
て
穏
や
か
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
雨
に
関
し
て
は
、
霧
雨
や
小
雨
よ
り
、
激
し
い
雨
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
雨
の
強
さ
の
表
現
が
、
以
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
広
重
の
名
所
絵
に
お
け
る
背
景
モ
チ
ー
フ
の
描
法
（
下
）
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。
と
り
わ
け
、
魚
栄
版
『
名
所
江
戸
百
景
』（
以
下
で
は
版
元
名
略
）（
安
政
三
―
五
年
、
六
十
―
六
十
二
歳
）
の
「
大
は
し
あ
た
け
の
夕
立
」
は
、
ゴ
ッ
ホ
が
模
写
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
斜
め
に
交
差
し
て
降
る
強
い
雨
が
、
緊
張
感
の
あ
る
斜
め
の
構
図
と
と
も
に
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
（
２
）
。
同
シ
リ
ー
ズ
の
「
昌
平
橋
聖
堂
神
田
川
」
で
も
、
雨
脚
は
一
部
交
差
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
こ
の
描
法
に
つ
い
て
少
し
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。
実
際
に
は
、
雨
は
強
い
か
ら
と
い
っ
て
数
本
に
一
本
の
割
合
で
交
差
し
て
降
る
と
は
思
え
な
い
。
だ
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
交
差
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
雨
の
激
し
さ
が
強
調
さ
れ
、
か
え
っ
て
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
広
重
は
、
い
つ
頃
か
ら
こ
の
描
法
を
用
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
天
保
三
年
頃
（
三
十
六
歳
頃
）
の
川
正
版
『
江
都
八
景
』「
深
川
夜
雨
」
で
は
、
雨
脚
は
斜
線
を
何
本
も
平
行
に
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
交
差
し
て
い
な
い
。
天
保
五
年
頃
（
三
十
八
歳
頃
）
と
さ
れ
る
山
平
版
『
近
江
八
景
之
内
』「
唐
崎
夜
雨
」
で
も
、
雨
脚
は
交
差
し
て
い
な
い
（
図
１
）。
こ
の
作
品
で
は
、
雨
は
垂
直
の
線
を
多
数
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
と
刊
行
年
が
近
い
と
考
え
ら
れ
る
天
保
五
年
（
三
十
八
歳
）（
天
保
三
―
五
年
と
す
る
も
の
や
、
天
保
中
・
後
期
と
す
る
も
の
も
あ
る
）
の
喜
鶴
堂
『
東
都
名
所
』「
日
本
橋
之
白
雨
」
で
は
、
雨
脚
は
既
に
交
差
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
図
２
）。
保
永
堂
版
『
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
』（
天
保
四
―
五
年
、
三
十
七
―
八
歳
）
を
見
て
も
同
様
で
あ
る
。「
大
磯
」
で
も
「
土
山
」
で
も
、
多
く
の
雨
脚
が
交
差
し
て
い
る
（
３
）
。
雨
脚
を
交
差
さ
せ
る
と
い
う
広
重
の
描
法
は
、
こ
の
頃
に
は
既
に
確
立
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
他
の
背
景
モ
チ
ー
フ
と
比
べ
て
、
広
重
流
の
確
立
が
早
い
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
、
天
保
九
年
頃
（
四
十
二
歳
頃
）
の
保
永
堂
・
伊
勢
利
版
『
木
曽
海
道
（
木
曽
街
道
）
六
拾
九
次
之
内
』（
以
下
で
は
版
元
名
略
）
広
重
担
当
箇
所
を
見
る
と
、「
垂
井
」
で
は
交
差
し
て
降
図１ 山平版『近江八景之内』「唐崎夜雨」：
浮世絵 太田記念美術館（編）、２００５年、『歌川広重 版画の世界と
その画業』、１９頁、図３７
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っ
て
い
る
も
の
の
、
「
須
原
」
や
「
中
津
川
」
で
は
平
行
に
描
か
れ
て
お
り
、
交
差
し
て
い
な
い
。
安
政
五
年
（
六
十
二
歳
）
の
山
田
屋
版
『
江
戸
名
所
』
の
「
赤
羽
根
水
天
宮
」
で
も
交
差
し
て
い
な
い
。
天
保
十
―
十
三
年
（
四
十
三
―
四
十
六
歳
）
の
佐
野
喜
版
『
東
都
名
所
之
内
隅
田
川
八
景
』
「
真
崎
夜
雨
」
の
雨
脚
も
、
交
差
せ
ず
、
平
行
線
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
広
重
は
、
交
差
さ
せ
る
と
い
う
描
法
を
確
立
し
た
後
も
、
そ
の
描
法
だ
け
を
専
ら
と
は
せ
ず
、
そ
の
場
所
が
醸
し
出
す
雰
囲
気
を
考
慮
し
て
、
描
き
分
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
広
重
の
雨
脚
の
描
法
は
、
交
差
線
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
気
づ
い
た
点
を
二
点
あ
げ
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
途
切
れ
線
で
あ
る
。
前
述
の
喜
鶴
堂
『
東
都
名
所
』（
天
保
三
―
五
年
、
三
十
六
―
三
十
八
歳
）「
日
本
橋
之
白
雨
」（
前
掲
図
２
）
や
、
泉
市
越
前
屋
版
『
東
都
司
馬
八
景
』（
天
保
十
―
十
三
年
、
四
十
三
―
四
十
六
歳
）
の
「
赤
羽
根
之
夜
雨
」
で
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
雨
脚
の
途
切
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
か
す
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。『
名
所
江
戸
百
景
』（
安
政
三
年
―
五
年
、
六
十
―
六
十
二
歳
）
の
「
昌
平
橋
聖
堂
神
田
川
」
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
た
ま
た
ま
途
切
れ
た
か
に
見
え
る
が
、
途
切
れ
る
箇
所
が
上
方
で
あ
っ
た
り
中
ほ
ど
で
あ
っ
た
り
下
方
で
あ
っ
た
り
と
、
雨
脚
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
意
図
的
に
途
切
れ
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
今
一
つ
は
、
帯
状
カ
ー
ブ
で
あ
る
。
概
し
て
傑
作
が
少
な
い
と
さ
れ
る
越
平
版
『
六
十
余
州
名
所
図
会
』（
嘉
永
六
年
、
五
十
七
歳
）
の
中
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
「
美
作
、
山
伏
谷
」
に
、
こ
の
描
法
が
見
ら
れ
る
（
図
３
）。「
し
め
や
か
な
季
節
感
や
旅
情
を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
広
重
画
に
は
珍
し
く
、
本
図
は
風
雨
の
強
さ
を
描
き
出
す
こ
と
に
絵
師
の
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
（
４
）
」
と
の
評
に
あ
る
と
お
り
、
こ
の
図
で
は
、
迫
力
あ
る
雨
風
が
画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
て
い
る
。
あ
る
旅
人
の
笠
は
舞
い
上
が
り
、
も
う
手
に
取
れ
そ
う
に
な
い
。
別
の
旅
人
は
懸
命
に
笠
を
抑
え
つ
つ
、
身
を
か
が
め
て
突
き
進
ん
で
い
く
。
こ
の
図
に
お
け
る
帯
状
カ
ー
ブ
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
図２ 喜鶴堂版『東都名所』「日本橋之白
雨」（部分）：
酒井雁高（編）、１９９６年、『広重江戸風景版画大聚
成』、小学館、１２５頁、図４９９
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ひ
と
き
わ
強
い
雨
脚
を
示
す
帯
状
カ
ー
ブ
は
、
人
物
、
木
、
岩
、
水
面
を
覆
う
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
（
人
物
や
木
が
透
け
て
見
え
な
い
）。
そ
の
間
を
埋
め
る
よ
う
に
し
て
、
幾
分
弱
い
雨
脚
を
示
す
帯
状
カ
ー
ブ
が
、
人
物
、
木
、
岩
、
水
面
に
重
な
る
よ
う
に
し
て
描
か
れ
て
い
る
（
人
物
や
木
が
透
け
て
見
え
る
）。
な
お
、
こ
の
図
は
『
山
水
奇
観
』「
山
陽
奇
勝
」
の
巻
の
「
美
作
山
伏
谷
」
を
模
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、『
山
水
奇
観
』
の
図
は
、
雲
一
つ
な
い
晴
天
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
た
、
他
の
絵
師
の
描
法
を
見
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
適
当
な
比
較
対
象
を
探
す
の
が
た
や
す
く
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
も
そ
も
名
所
絵
で
は
、
画
面
は
晴
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
雨
は
ほ
と
ん
ど
降
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
５
）
。
な
に
も
雨
の
と
き
を
選
ば
な
く
て
も
、
と
絵
師
た
ち
が
考
え
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、『
名
所
江
戸
百
景
』
の
種
本
と
さ
れ
る
『
江
戸
名
所
図
会
』（
長
谷
川
雪
旦
画
、
天
保
五
年
刊
行
）
を
見
る
と
、
鳥
瞰
図
が
多
い
こ
と
が
そ
の
理
由
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
瞰
図
の
場
合
、
激
し
い
雨
が
降
っ
て
い
た
り
し
た
ら
、
地
上
の
風
景
が
見
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
広
重
の
作
品
で
も
、
鳥
瞰
図
の
多
い
版
本
、
金
幸
堂
版
『
絵
本
江
戸
土
産
』（
以
下
で
は
版
元
名
略
）
で
は
、「
初
編
」
か
ら
「
四
編
」
ま
で
（「
初
編
」
か
ら
「
四
編
」
ま
で
は
、
嘉
永
三
年
、
五
十
四
歳
の
と
き
に
刊
行
）
の
九
十
八
図
の
う
ち
、
雨
が
降
っ
て
い
る
場
面
を
描
い
た
の
は
、「
水
神
の
森
真
崎
の
社
」
の
一
図
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、

飾
北
斎
の
作
品
に
は
雨
が
降
っ
て
い
る
も
の
が
若
干
あ
る
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
、
雨
脚
は
大
概
平
行
線
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
狂
歌
絵
本
『
隅
田
川
両
岸
一
覧
』「
隅
田
川
新
柳
橋
白
雨
」（
刊
行
年
不
詳
）
で
は
、
よ
く
見
る
と
、
数
多
く
書
き
込
ま
れ
た
雨
脚
の
う
ち
の
二
本
が
、
他
の
雨
脚
と
交
差
し
て
い
る
。
広
重
の
交
差
線
は
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
く
描
い
て
あ
り
、
同
じ
描
法
と
は
み
な
せ
な
い
が
、
北
斎
の
こ
の
作
品
が
広
重
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
図３ 越平版『六十余州名所図
会』「美作、山伏谷」：
プルヴェラー・コレクション、１９９６年
『広重 六十余州名所図会』、岩波書店、
図４６
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一
方
、
途
切
れ
線
と
帯
状
カ
ー
ブ
は
、
北
斎
の
作
品
に
お
い
て
は
見
出
し
に
く
い
（
６
）
。以
上
の
こ
と
か
ら
、
雨
脚
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
交
差
線
、
途
切
れ
線
、
そ
し
て
帯
状
カ
ー
ブ
を
、
広
重
流
の
描
法
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
う
（
７
）
。
〈
降
り
し
き
る
雪
〉
周
知
の
通
り
、
広
重
の
描
く
雪
は
、
雨
同
様
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
際
注
目
さ
れ
や
す
い
の
は
色
使
い
で
あ
る
。
保
永
堂
版
『
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
』（
天
保
四
―
五
年
、
三
十
七
―
八
歳
）
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
「
蒲
原
」
で
は
、
雪
と
闇
の
モ
ノ
ト
ー
ン
の
画
面
上
に
、
道
行
く
旅
人
の
着
物
の
茶
・
青
・
黄
の
色
な
ど
、
わ
ず
か
な
色
彩
を
加
え
て
あ
る
点
が
、
特
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
（
８
）
（
図
４
）。『
木
曽
海
道
六
拾
九
次
之
内
』
広
重
担
当
箇
所
（
天
保
九
年
頃
、
四
十
二
歳
頃
）
の
中
で
特
に
評
価
の
高
い
「
大
井
」
の
雪
景
色
で
は
、
雪
に
隠
れ
る
よ
う
に
わ
ず
か
に
施
さ
れ
た
色
彩
と
胡
粉
の
使
用
が
注
目
さ
れ
て
い
る
（
９
）
（
図
５
）。
ま
た
、『
名
所
江
戸
百
景
』（
安
政
三
―
五
年
、
六
十
―
六
十
二
歳
）
の
「
浅
草
金
龍
山
」
で
は
、
朱
塗
り
の
浅
草
寺
と
雪
の
対
比
や
、
雪
景
色
の
中
に
施
さ
れ
た
空
摺
り
の
技
法
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
描
法
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
広
重
研
究
の
中
で
は
、
鈴
木
重
三
氏
が
、
団
扇
絵
「
大
雪
ふ
り
し
き
る
図
」
に
つ
い
図４ 保永堂版『東海道五拾三次之内』「蒲
原」（部分）：
静岡県立美術館（編）、１９９４年、『東海道語拾三次
―保永堂版・隷書東海道』、２５頁、図１６（上）
図５ 『木曽海道六拾九次之内』「大井」
（部分）：
中山道広重美術館（編）、２００１年、『歌川広
重・渓斎英泉 木曽海道六拾九次の内』、８４頁、
図４７－１
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て
、「
雪
の
飛
ぶ
軌
跡
を
線
に
よ
っ
て
表
わ
し
た
リ
ア
ル
な
作
品
」
（
前
掲
書
注
１
、
九
二
頁
）
と
し
て
、
そ
の
描
法
に
言
及
し
て
い
る
。
だ
が
、
他
に
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
広
重
の
雪
の
描
法
を
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
様
々
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
以
下
で
は
、
形
状
と
、
人
へ
の
降
り
か
か
り
方
に
着
目
し
て
、
分
析
を
進
め
て
い
く
。
ま
ず
、
前
述
の
保
永
堂
版
『
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
』（
天
保
四
―
五
年
、
三
十
七
―
八
歳
）
の
「
蒲
原
」
を
見
て
み
た
い
。
大
き
さ
の
不
揃
い
の
、
不
定
形
の
雪
が
描
か
れ
て
い
る
（
前
掲
図
４
）。
そ
の
中
を
、
傘
を
す
ぼ
め
な
が
ら
前
か
が
み
に
な
っ
て
進
ん
で
行
く
人
が
い
る
。
背
中
に
も
傘
に
も
雪
が
積
も
っ
て
い
る
。
だ
が
よ
く
見
る
と
、
雪
が
降
り
し
き
っ
て
い
る
の
は
背
景
の
空
で
あ
り
、
人
物
の
頭
上
に
雪
は
降
り
か
か
っ
て
い
な
い
。
人
物
の
背
中
に
も
、
雪
は
降
り
か
か
っ
て
い
な
い
（
１０
）
。
天
保
中
期
（
四
十
歳
頃
か
）
の
団
扇
絵
『
表
裏
駅
路
八
景
』「
豆
相
箱
根
山
中
湖
水
之
図
暮
雪
」
で
も
、
不
定
形
・
不
揃
い
の
雪
が
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
雪
は
、
道
行
く
人
の
頭
上
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
前
述
の
『
木
曽
海
道
六
拾
九
次
之
内
』
広
重
担
当
箇
所
（
天
保
九
年
頃
、
四
十
二
歳
頃
）
の
「
大
井
」
に
降
る
雪
も
同
様
で
あ
る
。
や
は
り
不
定
形
・
不
揃
い
で
あ
り
、
人
の
笠
や
蓑
に
降
り
か
か
る
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
（
前
掲
図
５
）。
天
保
十
四
年
―
弘
化
四
年
（
四
十
七
―
五
十
一
歳
）
の
上
金
版
『
名
所
江
戸
八
景
』「
浅
草
の
暮
雪
」
で
は
、
不
定
形
・
不
揃
い
の
大
き
目
の
雪
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
６
）。
画
中
の
人
物
に
も
降
り
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
雪
は
、
前
述
の
「
豆
相
箱
根
山
中
湖
水
之
図
」
や
『
木
曽
海
道
六
十
九
次
之
内
』「
大
井
」
の
雪
ほ
ど
強
く
降
っ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
が
、
画
中
の
人
物
が
大
き
い
た
め
、
人
物
の
頭
上
だ
け
雪
を
描
か
な
い
と
、
不
自
然
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
嘉
永
六
年
（
五
十
七
歳
）
の
山
田
屋
版
『
江
戸
名
所
』「
お
茶
の
水
」
も
同
様
で
あ
る
。
画
面
中
の
人
物
が
比
較
的
大
き
く
、
雪
は
人
物
の
頭
上
に
降
図６ 上金版『名所江戸八景』
「浅草の暮雪」（部分）：
浮世絵 太田記念美術館（編）、２００５年、
『歌川広重 版画の世界とその画業』、５０
－５１頁、図１１４
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り
か
か
っ
て
い
る
。
一
方
、
越
前
屋
版
『
東
都
司
馬
八
景
』「
愛
宕
山
暮
雪
」（
天
保
十
年
頃
、
四
十
三
歳
）（
天
保
十
―
十
三
年
と
す
る
も
の
も
あ
る
）
で
は
、
不
定
形
・
不
揃
い
の
雪
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
背
景
の
空
に
あ
る
の
み
で
あ
り
、
人
物
の
頭
上
に
は
降
り
か
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
保
永
堂
版
『
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
』「
蒲
原
」
で
用
い
ら
れ
て
い
た
描
法
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
天
保
十
二
―
十
三
年
頃
（
四
十
五
―
四
十
六
歳
頃
）
の
江
崎
版
『
東
海
道
五
十
三
次
之
内
（
行
書
東
海
道
）』
の
「
石
薬
師
」
で
も
、
雪
は
背
景
の
空
に
描
か
れ
て
い
る
。
歩
い
て
い
く
人
物
の
頭
上
に
は
雪
は
な
い
。
た
だ
し
、
雪
の
形
状
は
、
比
較
的
丸
く
整
っ
て
お
り
、
従
来
の
、
不
定
形
・
不
揃
い
の
雪
と
は
幾
分
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
雪
が
必
ず
し
も
不
定
形
・
不
揃
い
で
は
な
い
こ
と
は
、
晩
年
の
『
名
所
江
戸
百
景
』（
安
政
三
―
五
年
、
六
十
―
六
十
三
歳
）
に
な
る
と
、
よ
り
明
確
に
な
る
。「
目
黒
太
鼓
橋
夕
日
の
岡
」
や
「
愛
宕
下
藪
小
路
」（
図
７
）
に
描
か
れ
た
雪
は
、
大
き
さ
が
比
較
的
揃
っ
て
お
り
、
概
し
て
小
さ
い
。
形
状
は
円
に
近
い
。
お
そ
ら
く
広
重
は
、
雪
に
つ
い
て
も
、
雨
と
同
様
に
、
程
度
や
種
類
に
よ
っ
て
描
き
分
け
る
よ
う
に
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
程
度
が
甚
だ
し
い
と
き
や
雪
の
厳
し
さ
を
表
現
し
た
い
と
き
は
、
人
に
も
降
り
か
か
る
よ
う
に
表
現
す
る
。
し
か
し
、
さ
ほ
ど
強
く
降
っ
て
い
な
い
と
き
や
、
あ
く
ま
で
も
人
物
の
脇
役
と
し
て
雪
を
描
き
た
い
と
き
は
、
人
物
の
笠
や
衣
服
は
白
く
す
る
も
の
の
、
頭
上
に
直
接
降
り
か
か
っ
て
く
る
よ
う
に
は
描
か
な
い
。
た
だ
し
、
画
面
中
の
人
物
が
大
き
い
場
合
は
、
人
物
の
頭
上
だ
け
雪
が
降
っ
て
い
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
か
ら
、
頭
上
に
も
雪
を
描
く
。
ま
た
、
牡
丹
雪
を
表
現
し
た
い
と
き
は
、
不
定
形
・
不
揃
い
に
し
、
粉
雪
を
表
現
し
た
い
と
き
は
、
比
較
的
大
き
さ
の
揃
っ
た
小
振
り
の
円
に
す
る
。は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
う
し
た
描
き
分
け
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
描
き
分
け
の
大
部
分
は
、
図７ 『名所江戸八景』「愛宕下
藪小路」：
ヘンリー・スミス（著）、生活史研究
所（監訳）、１９９２年、『広重 名所江戸
百景』、岩波書店、図１１２
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雨
同
様
、
比
較
的
早
い
時
期
に
確
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
雪
の
画
家
」（
本
稿
「
上
」
六
四
頁
）
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
こ
で
再
び
他
の
絵
師
の
描
法
に
あ
た
っ
て
み
よ
う
と
す
る
と
、
雨
の
場
合
と
同
様
に
困
難
が
生
じ
る
（
前
述
注
５
）。
例
え
ば
、
北
斎
の
名
所
絵
の
場
合
、
雪
が
積
も
っ
た
場
面
を
描
い
た
も
の
は
少
な
く
な
い
の
だ
が
、
雪
が
降
り
し
き
る
と
い
う
図
は
な
か
な
か
見
出
せ
な
い
（
１１
）
。
『
名
所
江
戸
百
景
』
の
種
本
と
さ
れ
る
『
江
戸
名
所
図
会
』（
長
谷
川
雪
旦
画
）
に
あ
た
っ
て
み
て
も
、
雪
の
降
り
し
き
る
図
を
見
つ
け
る
の
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。
雨
の
場
合
と
同
様
に
、
鳥
瞰
図
の
場
合
、
雪
が
降
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
の
下
の
風
景
を
表
現
し
に
く
く
な
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
、
降
り
し
き
る
雪
を
描
こ
う
、
し
か
も
そ
の
中
を
、
雪
を
か
ぶ
り
な
が
ら
人
が
歩
い
て
行
く
と
こ
ろ
を
描
こ
う
、
と
は
思
い
つ
き
に
く
い
の
だ
ろ
う
か
（
１２
）
。
広
重
自
身
も
、
初
期
の
川
正
版
・
一
幽
斎
が
き
『
東
都
名
所
』（
天
保
二
―
三
年
、
三
十
五
―
三
十
六
歳
）
や
、
清
水
版
『
東
都
八
景
』（
天
保
初
期
、
三
十
五
―
三
十
八
歳
頃
か
）
で
は
、
雪
の
積
も
っ
た
風
景
は
描
い
て
い
る
も
の
の
、
雪
の
降
り
し
き
る
場
面
は
描
い
て
い
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
二
代
歌
川
広
重
は
『
諸
国
名
所
百
景
』
の
「
信
州
木
曽
の
雪
」
に
お
い
て
、
小
さ
い
円
形
の
雪
を
数
多
く
描
い
て
い
る
。
小
さ
く
描
か
れ
た
人
物
は
雪
を
か
ぶ
っ
て
い
る
が
、
頭
上
に
降
り
か
か
っ
て
は
い
な
い
。
菅
原
真
弓
氏
の
作
品
解
説
に
は
、「
初
代
広
重
晩
年
の
傑
作
『
木
曽
路
之
山
川
』
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
」
と
あ
る
が
（
１３
）
、
こ
の
作
品
が
こ
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
る
の
は
、
構
図
や
配
色
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
降
り
し
き
る
雪
の
描
法
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
二
、
空
に
存
在
す
る
モ
チ
ー
フ
〈
空
を
飛
ぶ
数
羽
の
鳥
〉
『
名
所
江
戸
百
景
』（
安
政
三
年
―
五
年
、
六
十
―
六
十
二
歳
）
の
空
に
は
、
し
ば
し
ば
数
羽
の
鳥
が
飛
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
、
直
線
的
な
、「
Ｖ
」
の
字
を
横
に
し
た
よ
う
な
形
（
以
下
で
は
「
横
Ｖ
字
型
」
と
呼
ぶ
）
に
連
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
横
Ｖ
字
型
は
一
つ
と
は
限
ら
ず
、
二
、
三
つ
複
合
さ
れ
て
ジ
グ
ザ
グ
型
に
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
や
や
緩
い
カ
ー
ブ
を
描
く
変
形
横
Ｖ
字
型
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
横
Ｖ
字
型
が
基
本
形
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
群
れ
を
成
し
て
い
る
鳥
一
羽
一
羽
に
も
、
独
自
の
描
法
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
連
な
り
方
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
広
重
は
い
つ
頃
か
37
ら
横
Ｖ
字
型
の
鳥
の
群
れ
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
初
期
の
川
正
版
・
一
幽
斎
が
き
『
東
都
名
所
』（
天
保
二
年
頃
、
三
十
五
歳
頃
）
の
「
芝
浦
汐
干
之
図
」
や
「
御
殿
山
之
夕
桜
」
で
は
、
鳥
の
群
れ
は
描
か
れ
て
い
る
が
、
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
高
輪
之
明
月
」
で
は
、
遠
方
の
空
を
飛
ぶ
鳥
は
、
横
Ｖ
字
型
に
連
な
り
か
か
っ
て
い
る
（
図
８
）。
保
永
堂
版
『
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
』（
天
保
四
―
五
年
、
三
十
七
―
八
歳
）
で
は
、
そ
も
そ
も
鳥
が
多
く
飛
ん
で
は
い
な
い
が
、「
原
」
で
は
、
横
Ｖ
字
に
連
な
り
か
か
っ
た
鳥
の
群
れ
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
保
中
期
（
四
十
歳
頃
か
）（
天
保
中
・
後
期
と
す
る
も
の
も
あ
る
）
の
藤
彦
版
『
東
都
名
所
』
の
「
新
吉
原
衣
紋
阪
秋
月
」
や
「
佃
島
海
辺
朧
月
」
に
あ
た
っ
て
み
て
も
、
鳥
は
横
Ｖ
字
型
あ
る
い
は
そ
の
複
合
で
あ
る
ジ
グ
ザ
グ
型
に
連
な
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
丸
清
版
『
東
海
道
五
十
三
次
（
隷
書
東
海
道
）』（
嘉
永
二
年
頃
、
五
十
三
歳
頃
）
で
は
、「
興
津
」、「
白
須
賀
」、「
桑
名
」
な
ど
の
空
に
、
横
Ｖ
字
型
に
な
り
か
か
っ
た
鳥
の
群
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
嘉
永
三
年
（
五
十
四
歳
）
刊
行
の
版
本
『
絵
本
江
戸
土
産
』「
初
編
」「
五
百
羅
漢
」
や
、「
二
編
」「
洲
崎
弁
天
」
で
は
、
鳥
の
群
れ
は
見
ら
れ
る
が
、
横
Ｖ
字
型
に
連
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
だ
描
法
が
完
全
に
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
田
屋
版
『
江
戸
名
所
』
の
う
ち
「
新
吉
原
日
本
堤
見
帰
柳
」
（
嘉
永
六
年
、
五
十
七
歳
）
で
は
、
空
を
飛
ぶ
鳥
の
群
は
横
Ｖ
字
型
に
な
り
か
か
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
安
政
四
年
（
六
十
一
歳
）
の
作
品
「
武
陽
金
沢
八
勝
夜
景
」
で
も
、
月
に
か
か
る
鳥
の
群
れ
が
滑
ら
か
な
ジ
グ
ザ
グ
型
（
横
Ｖ
字
型
の
複
合
）
を
描
い
て
飛
ん
で
い
る
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、『
名
所
江
戸
百
景
』（
安
政
三
年
―
五
年
、
六
十
―
六
十
二
歳
）
に
な
る
と
、
横
Ｖ
字
型
お
よ
び
そ
の
変
形
・
複
合
描
法
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。「
月
の
岬
」（
図
９
）、「
よ
し
原
日
本
堤
」（
図
１０
）、「
浅
草
田
甫
酉
の
町
詣
」（
図
１１
）
な
ど
が
そ
の
例
で
図８ 川正版・一幽斎がき『東都名所』「高輪之明月」（部分）：
浮世絵 太田記念美術館（編）、２００５年、『歌川広重 版画の世界とその画業』８
頁、図１１
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あ
る
。
『
名
所
江
戸
百
景
』
は
竪
絵
で
あ
る
か
ら
、
空
が
画
面
全
体
に
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
何
も
ア
ク
セ
ン
ト
が
な
い
と
、
い
く
ら
空
を
ぼ
か
し
上
げ
た
り
ぼ
か
し
下
げ
た
り
し
て
も
、
全
体
と
し
て
物
足
り
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
横
Ｖ
字
型
に
連
な
る
鳥
の
群
れ
が
描
か
れ
て
い
た
ら
、
図
全
体
が
引
き
締
ま
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
ま
だ
描
法
が
完
全
に
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
天
保
中
期
の
藤
彦
版
『
東
都
名
所
』
に
お
い
て
、
既
に
横
Ｖ
字
型
の
描
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
説
明
で
き
る
。
こ
の
作
品
は
版
型
が
中
短
冊
で
あ
り
、
画
面
が
縦
長
だ
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
一
羽
一
羽
の
描
き
分
け
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
は
っ
き
り
と
分
類
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
広
重
の
描
法
は
、
遠
近
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
次
の
四
通
り
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
（
一
）
遠
景
の
場
合
・
・
・
筆
で
書
い
た
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
よ
う
な
、
平
た
い
逆
三
角
形
の
よ
う
な
形
を
描
く
。
こ
れ
ら
図９ 『名所江戸百景』「月の岬」（部分）：
ヘンリー・スミス（著）、生活史研究所（監訳）、１９
９２年、『広重 名所江戸百景』、岩波書店、図８２
図１０『名所江戸百景』「よし原日本堤」（部
分）：
ヘンリー・スミス（著）、生活史研究所（監訳）、１９
９２年、『広重 名所江戸百景』、岩波書店、図１００
図１１『名所江戸百景』「浅草田甫酉の
町詣」（部分）：
ヘンリースミス（著）、生活史研究所（監訳）、
１９９２年、『広重 名所江戸百景』、岩波書店、図
１０１
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の
鳥
は
、
横
Ｖ
字
型
あ
る
い
は
そ
の
変
形
・
複
合
型
に
並
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
（
例
え
ば
、
前
掲
図
９
、
前
掲
図
１１
）。
（
二
）
や
や
遠
景
の
場
合
・
・
・
「
入
」
あ
る
い
は
「
人
」
と
い
う
漢
字
を
平
た
く
し
て
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
二
本
線
（
以
下
で
は
「
逆
さ
『
入
』
字
型
」
と
呼
ぶ
）
で
描
く
。
こ
れ
ら
の
鳥
も
、
横
Ｖ
字
型
に
並
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
（
例
え
ば
、
前
掲
図
１０
）。
（
三
）
や
や
近
景
の
場
合
・
・
・
鳥
の
大
ま
か
な
輪
郭
の
み
を
描
く
。
た
だ
し
、
広
げ
た
羽
と
、
胴
体
か
ら
出
て
い
る
二
本
の
足
は
、
は
っ
き
り
と
描
く
。
こ
の
と
き
、
鳥
の
胴
体
は
、
黒
く
塗
り
つ
ぶ
す
の
で
は
な
く
、
白
抜
き
の
よ
う
な
状
態
に
し
て
お
く
。
こ
れ
ら
の
鳥
は
、
数
多
く
横
Ｖ
字
型
に
並
ん
で
描
か
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
群
れ
ず
に
数
羽
描
か
れ
る
場
合
も
あ
る
（
例
え
ば
、
図
１２
）。
（
四
）
近
景
の
場
合
・
・
・
細
か
く
写
実
的
に
描
写
す
る
。
一
羽
一
羽
は
遠
景
の
場
合
よ
り
大
き
く
、
群
れ
は
作
ら
な
い
。
数
羽
飛
ん
で
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
（
例
え
ば
、
前
掲
図
７
）。
こ
う
し
た
描
き
分
け
に
着
目
し
て
改
め
て
作
品
を
見
て
み
た
い
。
前
述
の
川
正
版
・
一
幽
斎
が
き
『
東
都
名
所
』（
天
保
二
年
頃
、
三
十
五
歳
頃
）
の
「
高
輪
之
明
月
」（
前
掲
図
８
）
で
は
、
本
稿
で
あ
げ
た
分
類
で
言
え
ば
、
遠
景
の
鳥
、
や
や
遠
景
の
鳥
、
近
景
の
鳥
の
三
種
類
が
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
中
に
は
、
遠
景
で
あ
る
こ
と
を
示
す
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
鳥
と
、
や
や
遠
景
で
あ
る
こ
と
を
示
す
逆
さ
「
入
」
字
型
の
鳥
の
中
間
形
態
の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
、
ま
だ
は
っ
き
り
描
き
分
け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
天
保
三
年
頃
（
三
十
六
歳
頃
）
の
丸
甚
版
「
汐
汲
み
」
で
も
、
輪
郭
の
み
と
思
わ
れ
る
、
や
や
近
景
の
鳥
と
、
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
よ
う
な
遠
景
の
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
明
確
な
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
図１２ 蔦吉版『富士三十六景』「駿河薩タ之
海上」（部分）：
浮世絵 太田記念美術館（編）、２００５年、『歌川広重
版画の世界とその画業』６８頁、図１３９
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し
か
し
、
天
保
五
年
頃
（
三
十
八
歳
頃
）
の
保
永
堂
版
『
近
江
八
景
之
内
』「
堅
田
落
雁
」
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
よ
う
な
遠
景
の
鳥
と
、
逆
さ
「
入
」
字
型
の
、
や
や
遠
景
の
鳥
の
描
き
分
け
が
見
ら
れ
る
。
前
述
の
藤
彦
版
『
東
都
名
所
』「
新
吉
原
衣
紋
阪
秋
月
」
で
は
、
比
較
的
手
前
に
い
る
鳥
は
逆
さ
の
「
人
」
の
字
型
で
表
現
さ
れ
、
遠
方
に
い
る
鳥
は
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
よ
う
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
佐
野
喜
版
『
不
二
三
十
六
景
』（
嘉
永
五
年
、
五
十
六
歳
）
の
「
武
蔵
野
」
に
も
同
様
の
描
き
分
け
が
見
ら
れ
る
。
晩
年
の
『
名
所
江
戸
百
景
』（
安
政
三
年
―
五
年
、
六
十
―
六
十
二
歳
）
で
は
、
遠
近
パ
タ
ー
ン
の
使
い
分
け
が
さ
ら
に
明
確
に
な
っ
て
い
る
。「
浅
草
田
甫
酉
の
町
詣
」
の
空
を
飛
ん
で
い
る
鳥
は
、
全
て
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
よ
う
な
タ
ッ
チ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
図
１１
）。
こ
れ
は
遠
景
と
考
え
ら
れ
る
。「
よ
し
原
日
本
堤
」
の
空
に
描
か
れ
て
い
る
鳥
は
、
全
て
逆
さ
「
入
」
字
型
で
あ
る
か
ら
、
遠
近
関
係
で
言
え
ば
、
や
や
遠
方
に
位
置
し
て
い
る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
前
掲
図
１０
）。
一
方
、「
愛
宕
下
藪
小
路
」
で
は
、
鳥
は
三
羽
と
少
な
く
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
比
較
的
大
き
く
、
か
つ
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
近
景
に
位
置
す
る
鳥
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
図
７
）。
こ
こ
で
再
び
、『
名
所
江
戸
百
景
』
の
種
本
と
さ
れ
る
雪
旦
の
『
江
戸
名
所
図
会
』、
お
よ
び
広
重
自
身
の
手
に
よ
る
版
本
『
絵
本
江
戸
土
産
』（
嘉
永
三
年
、
五
十
四
歳
よ
り
刊
行
）
に
あ
た
っ
て
み
た
い
。ま
ず
、『
江
戸
名
所
図
会
』
で
は
、
全
体
的
に
鳥
は
あ
ま
り
飛
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
広
重
の
『
絵
本
江
戸
土
産
』
で
は
、
鳥
は
時
々
飛
ん
で
い
る
が
、
一
羽
一
羽
の
描
き
分
け
や
、
横
Ｖ
字
型
の
群
れ
と
い
っ
た
描
法
に
よ
る
も
の
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
例
え
ば
、
「
吾
嬬
の
森
」
は
、『
江
戸
名
所
図
会
』、『
絵
本
江
戸
土
産
』、『
名
所
江
戸
百
景
』
の
全
て
に
登
場
す
る
場
所
だ
が
、
横
Ｖ
字
型
に
連
な
る
鳥
の
群
れ
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
『
名
所
江
戸
百
景
』
だ
け
（
こ
の
場
合
は
、
横
Ｖ
字
型
の
変
形
・
複
合
型
）
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
空
を
空
ら
し
く
演
出
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
の
鳥
の
群
れ
は
、
広
重
の
描
く
空
ば
か
り
に
登
場
す
る
も
の
で
は
な
い
。
北
斎
の
洋
風
版
画
「
お
し
を
く
り
は
と
う
つ
う
せ
ん
の
づ
」（
押
し
送
り
波
濤
通
船
の
図
）（
文
化
初
期
）
や
、「
賀
奈
川
沖
本
杢
之
図
」
（
文
化
初
期
）
な
ど
で
は
、
複
数
の
鳥
が
飛
ん
で
い
る
。
そ
の
連
な
り
方
を
見
る
と
、
横
Ｖ
字
型
に
な
り
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
だ
が
、
空
に
散
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
も
あ
り
、
こ
れ
を
パ
タ
ー
ン
と
し
て
用
い
て
い
た
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
一
羽
一
羽
の
遠
近
関
係
に
よ
る
描
き
分
け
も
、
大
き
さ
を
変
え
た
り
描
写
の
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細
か
さ
を
変
え
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
広
重
の
よ
う
な
明
確
な
パ
タ
ー
ン
分
け
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
時
代
を
遡
る
と
、
歌
川
派
の
祖
、
豊
春
が
、
版
本
「
真
崎
木
母
寺
角
田
川
」（
享
和
四
年＝
一
八
〇
四
年
）
に
お
い
て
、
鳥
の
遠
近
の
パ
タ
ー
ン
分
け
を
し
て
い
る
。
広
重
は
、
豊
春
の
描
法
に
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
豊
春
の
作
品
で
も
、
鳥
の
群
れ
は
横
Ｖ
字
型
に
並
ん
で
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
横
Ｖ
字
型
に
連
な
る
鳥
の
群
れ
、
お
よ
び
、
遠
近
関
係
に
よ
る
一
羽
一
羽
の
描
き
分
け
は
、
晩
年
の
広
重
の
作
品
に
お
い
て
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
（
１４
）
。
〈
花
火
（
１５
）〉
広
重
は
花
火
を
何
度
も
モ
チ
ー
フ
に
選
ん
で
い
る
。
花
火
を
描
く
場
合
、
花
火
は
図
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
画
面
構
成
上
は
花
火
が
前
面
に
出
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
背
景
モ
チ
ー
フ
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
花
火
は
、
広
重
が
好
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
り
わ
け
両
国
の
花
火
は
江
戸
ら
し
さ
を
よ
く
表
す
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
大
衆
受
け
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
そ
の
花
火
の
描
法
も
、
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
か
な
り
後
に
な
っ
て
か
ら
広
重
流
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
見
て
取
れ
る
。
ま
ず
、
天
保
三
―
十
年
頃
（
三
十
六
―
四
十
三
歳
頃
）（
天
保
三
―
五
年
と
す
る
も
の
も
あ
る
）
の
佐
野
喜
版
「
東
都
名
所
高
輪
廿
六
夜
待
遊
興
之
図
」
を
見
る
と
、
背
景
に
花
火
が
上
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
、
手
前
に
「
の
ろ
し
花
火
（
１６
）
」
が
描
か
れ
、
遠
方
に
「
ポ
カ
物
」
の
「
雨
（
１７
）
」
が
描
か
れ
て
い
る
。「
の
ろ
し
花
火
」
は
、
上
に
凸
の
放
物
線
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、「
雨
」
を
構
成
す
る
一
つ
一
つ
の
花
弁
は
粒
状
の
も
の
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
広
重
の
花
火
の
図
で
は
「
ポ
カ
物
」
の
「
雨
」
が
頻
出
す
る
た
め
、
以
下
で
は
こ
れ
を
中
心
に
作
品
を
見
て
い
く
。
喜
鶴
堂
版
『
江
都
名
所
』（
天
保
六
―
九
年
、
三
十
九
―
四
十
二
か
む
ろ
ぎ
く
歳
）
の
「
両
国
大
花
火
」
で
は
、「
割
物
」
の
「
冠
菊
（
１８
）
」
と
、
ポ
カ
物
の
「
雨
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
雨
」
は
、
粒
状
の
も
の
を
散
り
ば
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
天
保
六
―
九
六
年
（
三
十
九
―
四
十
二
歳
）
の
泉
市
版
『
江
都
名
所
』
の
う
ち
「
両
国
夜
ノ
景
」
で
は
、「
の
ろ
し
花
火
」
と
「
ポ
カ
物
」
の
「
雨
」
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、「
雨
」
の
花
弁
は
単
な
る
粒
で
表
現
さ
れ
て
は
い
な
い
（
図
１３
）。
や
や
大
き
め
の
粒
状
の
も
の
（
円
形
の
も
の
）
か
ら
、
放
射
状
に
、
先
の
尖
っ
た
光
線
が
六
、
七
本
出
て
お
り
、
夜
空
に
光
を
放
つ
様
子
が
表
現
さ
れ
て
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い
る
。
こ
の
図
で
は
、
こ
う
し
た
花
弁
が
三
つ
ほ
ど
描
か
れ
て
い
る
。
佐
野
喜
版
『
東
都
名
所
』（
天
保
六
―
九
年
、
三
十
九
―
四
十
二
歳
）
の
「
両
国
花
火
之
図
」
で
も
、「
ポ
カ
物
」
の
「
雨
」
の
花
弁
を
表
す
朱
色
の
粒
状
の
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
１４
）。
た
だ
し
こ
の
粒
状
の
も
の
は
、
無
造
作
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
集
合
体
の
輪
郭
が
円
を
描
く
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
天
保
十
一
年
頃
（
四
十
二
歳
頃
）（
天
保
十
―
十
三
年
と
す
る
も
の
も
あ
る
）
の
森
治
版
『
新
撰
江
戸
名
所
』
の
「
両
国
納
涼
花
火
之
図
」
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
の
図
で
も
、「
雨
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
花
弁
は
、
全
体
と
し
て
円
形
に
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
つ
一
つ
は
朱
色
の
粒
で
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
放
射
状
の
光
線
は
な
い
。
こ
の
描
法
は
、
前
述
の
佐
野
喜
版
『
東
都
名
所
』「
両
国
花
火
之
図
」（
前
掲
図
１４
）
の
描
法
と
似
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
時
期
、
天
保
十
―
十
三
年
（
四
十
三
―
四
十
六
歳
）
の
泉
市
版
『
江
戸
名
所
』「
両
国
花
火
」
を
見
て
み
る
と
、
噴
水
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
ク
ラ
ッ
カ
ー
・
テ
ー
プ
が
飛
び
出
す
よ
う
な
形
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
心
部
分
か
ら
は
、
数
多
く
の
小
さ
な
粒
が
飛
び
散
っ
て
い
る
（
図
１５
）。
こ
れ
は
、「
冠
菊
」
と
「
雨
」
の
混
合
の
よ
う
で
あ
る
（
太
田
記
念
美
術
館
の
展
示
資
料
等
に
よ
る
）。
「
雨
」
の
花
弁
に
光
線
は
な
い
が
、
全
体
と
し
て
や
や
横
長
の
円
形
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
見
て
図１３ 泉市版『江都名所』「両国夜ノ景」
（部分）：
酒井雁高（編）、１９９６年、『広重江戸風景版画大聚
成』、小学館、２０７頁、図１０１１
図１４ 佐野喜版『東都名所』「両国花火之
図」（部分）：
酒井雁高（編）、１９９６年、『広重江戸風景版画大聚
成』、小学館、１７０頁、図７８１
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き
た
と
こ
ろ
で
、
二
種
類
の
花
弁
の
描
法
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
見
て
取
れ
る
。
一
つ
は
、
花
弁
一
つ
一
つ
を
、
粒
状
の
も
の
か
ら
放
射
状
に
光
線
を
放
つ
形
で
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
一
つ
は
、
多
数
の
花
弁
を
、
散
ら
ば
っ
た
状
態
に
配
置
す
る
の
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
大
き
な
円
を
描
く
よ
う
に
配
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
描
法
を
用
い
る
か
は
、
図
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
、
天
保
十
年
―
十
三
年
お
よ
び
天
保
十
四
―
弘
化
四
年
（
四
十
七
―
五
十
一
歳
）
の
江
辰
版
『
東
都
名
所
』
の
「
両
国
橋
花
火
之
図
」
に
な
る
と
、
こ
の
二
つ
の
描
法
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
い
る
（
図
１６
）。
つ
ま
り
、
放
射
状
に
光
線
を
放
つ
花
弁
が
数
多
く
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
全
体
と
し
て
円
形
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
天
保
十
四
年
―
弘
化
四
年
（
四
十
七
―
五
十
一
歳
）
の
丸
甚
版
『
江
戸
名
所
三
つ
の
な
が
め
』「
両
国
夏
の
月
」
で
も
、
花
弁
、
火
花
は
同
じ
く
粒
状
の
も
の
か
ら
放
射
状
に
光
線
を
放
つ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
布
置
を
見
る
と
、
全
体
と
し
て
円
を
描
い
て
い
る
（
１９
）
。
こ
の
時
点
ま
で
に
、「
雨
」
の
花
弁
一
つ
一
つ
を
、
放
射
状
に
光
線
を
放
つ
形
で
表
現
す
る
と
い
う
描
法
と
、
花
弁
を
全
体
と
し
て
円
形
に
配
置
す
る
と
い
う
描
法
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
描
法
が
、
確
立
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
後
の
、
有
田
屋
版
『
江
戸
名
所
』（
嘉
永
七
年＝
安
政
元
年
、
五
十
八
歳
）
の
「
両
国
花
火
」
を
見
て
も
、
花
火
の
描
法
は
、
二
つ
の
描
法
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
図１５ 泉市版『江戸名所』「両国花火」（部
分）：
酒井雁高（編）、１９９６年、「広重江戸風景版画大聚
成』、小学館、１４８頁、図６０８
図１６ 江辰版『東都名所』「両国橋花火之
図」（部分）：
酒井雁高（編）、１９９６年、『広重江戸風景版画大聚
成』、小学館、２００頁、図９７０
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晩
年
の
『
名
所
江
戸
百
景
』
の
中
で
も
末
期
の
作
と
さ
れ
る
「
両
国
花
火
」（
安
政
五
年
、
六
十
二
歳
）
で
も
、
二
つ
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
描
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
図
で
は
、「
の
ろ
し
花
火
」
を
示
す
一
筋
の
放
物
線
の
ほ
か
に
、
長
さ
の
異
な
る
八
、
九
本
の
光
線
を
放
射
状
に
放
つ
花
弁
が
数
多
く
描
か
れ
、
そ
れ
ら
の
花
弁
が
円
形
に
配
置
さ
れ
て
い
る
（
図
１７
）。
さ
ら
に
、
こ
の
図
の
初
摺
で
は
、
こ
の
円
形
の
領
域
全
体
に
、
白
に
近
い
明
る
い
色
調
で
ぼ
か
し
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
広
重
の
花
火
と
比
べ
て
、
光
り
輝
く
さ
ま
が
、
一
層
強
め
ら
れ
た
描
写
と
な
っ
た
。
広
重
の
花
火
は
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
完
成
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
は
、
こ
き
ら
ず
れ
ま
で
「
雲
母
摺
り
」
の
好
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
描
法
に
も
、
こ
う
し
た
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で
、
広
重
の
花
火
の
変
化
が
描
法
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
花
火
自
体
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
光
線
に
つ
い
て
は
、
安
政
年
間
に
白
色
の
光
輝
剤
と
し
て
鉄
粉
が
導
入
さ
れ
た
（
太
田
記
念
美
術
館
の
展
示
資
料
等
に
よ
る
）。
そ
れ
ま
で
の
オ
レ
ン
ジ
一
色
の
花
火
と
比
べ
て
、
輝
き
が
増
し
た
わ
け
で
あ
る
。
広
重
の
光
線
の
描
法
は
、
花
火
技
術
の
進
歩
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
形
状
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
花
火
は
、
現
在
の
よ
う
な
真
球
の
形
に
は
開
い
て
い
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
天
保
年
間
に
実
際
に
「
雨
」
の
花
弁
が
円
形
の
配
置
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
広
重
は
、
円
に
近
い
配
置
で
花
開
い
た
と
き
が
最
も
良
い
と
感
じ
、
そ
れ
を
積
極
的
に
作
品
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
広
重
流
の
描
法
を
確
立
し
た
後
も
、
こ
の
描
法
に
よ
ら
な
い
花
火
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
天
保
末
年
（
四
十
八
歳
頃
）
の
佐
野
喜
版
『
東
都
名
所
之
内
』「
両
国
花
火
之
図
」
や
、
安
政
五
年
（
六
十
二
歳
）
の
森
治
版
『
江
戸
名
所
』「
両
ご
く
花
火
の
図
」
で
は
、「
雨
」
の
花
弁
は
円
形
に
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
つ
一
つ
は
朱
色
の
粒
で
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
放
射
状
に
光
線
図１７『名所江戸百景』「両国花
火」：
浮世絵 太田記念美術館（編）、２００５年、
『歌川広重 版画の世界とその画業』、６
２頁、図１３０
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を
放
っ
て
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
広
重
は
、
描
法
を
確
立
し
た
後
も
、
そ
の
場
所
の
雰
囲
気
や
、
他
の
背
景
モ
チ
ー
フ
の
色
と
の
関
係
な
ど
を
考
え
て
、
描
き
方
を
変
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
で
は
、
本
稿
で
広
重
流
と
み
な
し
た
描
法
、
つ
ま
り
、
光
線
を
放
射
状
に
放
つ
花
弁
と
、
複
数
の
花
弁
の
円
形
配
置
は
、
広
重
が
考
え
出
し
た
全
く
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
描
法
な
の
だ
ろ
う
か
（
２０
）
。
こ
こ
で
再
び
、
雪
旦
の
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
あ
た
っ
て
み
た
い
（
図
１８
）。
こ
の
中
の
「
両
国
橋
」
を
見
る
と
、
下
か
ら
沸
き
出
る
放
物
線
が
多
数
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
雨
」
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
中
央
に
花
開
い
て
い
る
の
は
、「
ポ
カ
物
」
の
「
雨
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
花
弁
を
見
る
と
、
粒
と
、
そ
こ
か
ら
発
す
る
十
本
前
後
の
放
射
状
の
黒
線
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
（
２１
）
。
広
重
は
、「
雨
」
の
描
法
の
一
つ
で
あ
る
、
粒
状
の
も
の
か
ら
放
射
状
に
光
線
を
放
つ
と
い
う
描
法
を
、
こ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
整
え
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。と
は
い
え
、
そ
の
ま
ま
使
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
雪
旦
の
『
江
戸
名
所
図
会
』
は
線
画
で
あ
り
、
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
る
。
放
射
状
の
黒
い
線
の
ま
ま
で
は
、
色
摺
り
の
良
さ
を
生
か
せ
な
い
。
広
重
の
描
法
を
見
る
と
、
粒
か
ら
放
つ
線
に
わ
ず
か
な
太
さ
を
加
え
て
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
光
線
に
色
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
方
の
、
数
多
く
の
花
弁
を
円
形
に
配
置
す
る
と
い
う
描
法
は
、
少
な
く
と
も
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
広
重
が
独
自
に
考
え
出
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
当
時
、
他
の
絵
師
た
ち
が
花
火
を
描
く
際
は
華
や
か
な
「
割
物
」
の
「
菊
」
を
選
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
広
重
は
、
前
述
の
通
り
、
「
菊
」
よ
り
地
味
と
思
わ
れ
る
「
ポ
カ
物
」
の
「
雨
」
を
好
ん
で
描
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
描
法
と
相
俟
っ
て
、
き
ら
び
や
か
さ
の
う
ち
に
も
静
け
さ
を
感
じ
さ
せ
る
独
特
の
花
火
の
図
を
生
み
出
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
図１８ 長谷川雪旦画、『江戸名所図会』「両
国橋」（部分）：
市古夏生・鈴木健一（校訂）、『新訂 江戸名所図会
Ⅰ』、筑摩書房、１９９６年、１３１頁
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三
、
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、「
上
」、「
下
」
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
広
重
の
名
所
絵
の
背
景
モ
チ
ー
フ
の
描
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
海
と
川
に
存
在
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
帆
掛
け
船
と
波
、
天
候
を
表
す
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
雨
と
雪
、
そ
し
て
、
空
に
存
在
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
鳥
と
花
火
に
着
目
し
、
描
法
の
確
立
と
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
広
重
流
の
確
立
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
完
全
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
言
え
る
も
の
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
一
工
夫
し
た
り
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
も
の
と
は
か
な
り
異
な
る
描
法
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
描
法
が
い
く
つ
も
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
重
ら
し
い
名
所
絵
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
本
稿
で
検
討
し
た
広
重
流
の
描
法
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
次
の
三
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
特
徴
は
、
直
線
表
現
を
生
か
し
た
簡
略
化
で
あ
る
。
水
中
に
突
き
刺
さ
る
帆
掛
け
船
や
、
横
Ｖ
字
型
に
連
な
る
鳥
の
描
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
広
重
の
描
法
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
簡
略
化
と
い
う
特
徴
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
重
研
究
の
中
で
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
晩
年
の
作
画
傾
向
が
定
型
化
し
た
た
め
で
あ
る
と
か
、
彫
師
が
彫
り
や
す
い
線
に
し
た
た
め
で
あ
る
と
か
い
う
形
で
解
釈
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
に
立
つ
な
ら
、
簡
略
化
と
い
う
広
重
流
は
、
芸
術
的
に
は
高
く
評
価
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
広
重
の
確
立
し
た
簡
略
描
法
に
、
も
っ
と
積
極
的
な
意
味
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
第
一
に
、
細
か
い
描
き
込
み
を
思
い
切
り
省
き
、
複
雑
な
線
を
直
線
で
表
現
す
る
こ
と
で
、
画
面
全
体
が
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
簡
潔
な
も
の
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
描
法
は
、
澄
み
き
っ
た
空
や
穏
や
か
な
水
面
を
表
現
し
た
い
と
き
な
ど
に
、
特
に
効
果
を
発
揮
し
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
個
々
の
背
景
モ
チ
ー
フ
を
描
く
際
、
簡
略
の
程
度
を
変
え
る
こ
と
で
、
遠
近
関
係
が
よ
り
明
確
に
表
現
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
簡
略
化
の
芸
術
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
広
重
の
描
法
の
第
二
の
特
徴
は
、
非
写
実
性
で
あ
る
。
広
重
自
身
は
写
実
を
重
視
す
る
立
場
を
掲
げ
て
い
る
が
（
本
稿
「
上
」
注
９
）、
こ
れ
は
モ
チ
ー
フ
の
配
置
や
向
き
な
ど
に
関
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
47
り
、
背
景
モ
チ
ー
フ
の
描
法
に
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
な
い
（
２２
）
。
交
差
し
て
降
る
雨
や
、
人
物
の
頭
上
を
避
け
て
降
る
雪
は
、
写
実
で
は
あ
り
え
な
い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
非
写
実
的
な
描
写
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
師
が
そ
の
場
所
を
ど
う
解
釈
し
た
か
が
、
か
え
っ
て
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
三
の
特
徴
は
、
多
様
化
で
あ
る
。
特
に
、
降
り
し
き
る
雨
や
雪
と
い
っ
た
、
広
重
に
と
っ
て
十
八
番
の
素
材
は
、
後
期
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
程
度
や
種
類
に
よ
っ
て
多
様
に
描
き
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
雨
に
つ
い
て
は
、
交
差
描
法
の
確
立
は
早
か
っ
た
が
、
そ
の
後
も
広
重
は
新
た
な
描
法
を
編
み
出
し
て
い
た
。
雪
に
つ
い
て
も
、
種
類
や
程
度
に
よ
る
描
き
分
け
を
試
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
く
、
広
重
の
絵
は
叙
情
的
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
細
や
か
な
描
き
分
け
も
、
叙
情
性
を
増
す
要
因
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
簡
略
化
で
あ
れ
、
非
写
実
性
で
あ
れ
、
多
様
化
で
あ
れ
、
広
重
流
を
確
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
時
期
を
過
ぎ
て
か
ら
後
の
作
品
で
も
、
広
重
流
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
の
と
き
そ
の
と
き
、
そ
の
場
所
そ
の
場
所
の
雰
囲
気
や
、
他
の
背
景
モ
チ
ー
フ
と
の
関
係
を
考
え
て
、
広
重
流
を
入
れ
た
り
入
れ
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
変
形
し
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た
が
、
色
づ
か
い
も
描
法
と
切
り
離
せ
な
い
要
素
で
あ
る
。
例
え
ば
、
晩
年
の
広
重
の
作
品
に
は
、
川
や
滝
を
描
く
際
、
そ
れ
が
比
較
的
幅
の
狭
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
中
央
付
近
を
濃
い
藍
に
し
、
端
を
淡
く
す
る
の
に
対
し
て
（
例
え
ば
、
前
掲
図
７
）、
幅
の
広
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
逆
に
、
岸
付
近
を
濃
い
藍
に
し
、
中
央
を
淡
い
藍
に
す
る
（
例
え
ば
、
前
掲
図
１７
）、
と
い
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
（
２３
）
。
こ
の
よ
う
に
、
背
景
モ
チ
ー
フ
の
扱
い
に
つ
い
て
詳
細
に
見
て
い
く
と
、
広
重
の
最
盛
期
は
天
保
四
、
五
年
か
ら
天
保
一
四
年
頃
（
三
十
七
、
八
歳
か
ら
四
十
七
歳
頃
）
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
は
定
型
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
、
従
来
の
見
方
が
必
ず
し
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
も
っ
と
も
、
本
稿
で
分
析
し
た
図
は
、
膨
大
な
広
重
の
名
所
絵
の
う
ち
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
ず
、
着
目
し
た
背
景
モ
チ
ー
フ
の
種
類
も
少
な
か
っ
た
。
比
較
対
象
と
し
た
種
本
の
図
や
他
の
絵
師
た
ち
の
作
品
も
、
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
広
重
自
身
に
つ
い
て
、
嘉
永
年
間
（
四
十
八
―
五
十
七
歳
）
以
降
は
、「
天
童
広
重
（
２４
）
」
を
は
じ
め
と
す
る
肉
筆
画
に
力
を
注
い
で
い
た
と
す
る
説
や
、
晩
年
は
引
退
を
考
え
て
い
た
と
の
説
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で
は
検
討
し
な
か
っ
た
。
48
そ
の
た
め
、
本
稿
の
分
析
結
果
の
み
か
ら
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
名
所
絵
に
お
け
る
背
景
モ
チ
ー
フ
の
描
法
に
関
し
て
は
、
最
盛
期
と
呼
べ
る
期
間
を
晩
年
ま
で
延
ば
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
広
重
の
辞
世
に
は
、
東
路
へ
筆
を
残
し
て
旅
の
空
西
の
み
く
に
の
名
ど
こ
ろ
を
見
む
と
あ
る
（
２５
）
。
晩
年
の
広
重
が
想
像
し
た
西
方
浄
土
の
名
所
絵
に
は
、
何
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
付
記
本
稿
「
下
」
に
お
い
て
、
太
田
記
念
美
術
館
、
株
式
会
社
小
学
館
、
株
式
会
社
岩
波
書
店
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
中
山
道
広
重
美
術
館
、
筑
摩
書
房
（
以
上
、
掲
載
順
）
よ
り
図
版
掲
載
の
ご
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
注
（
１
）
本
稿
で
取
り
上
げ
る
広
重
作
品
の
刊
行
年
お
よ
び
広
重
の
年
齢
は
、
本
稿
「
上
」
と
同
様
に
、
基
本
的
に
鈴
木
重
三
氏
の
『
広
重
』（
一
九
七
〇
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
）
に
よ
っ
た
が
、
他
の
文
献
・
資
料
で
異
な
る
刊
行
年
が
記
載
さ
れ
て
い
た
場
合
は
併
記
し
た
。
（
２
）
例
え
ば
、
荒
川
幸
枝
、
二
〇
〇
三
年
、
作
品
解
説
、「
特
別
企
画
展
覧
会
『
名
所
江
戸
百
景
』
図
録
」。
（
３
）
保
永
堂
版
『
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
』
の
中
で
も
特
に
評
価
の
高
い
「
庄
野
」
で
は
、
幅
の
あ
る
薄
い
グ
レ
ー
の
斜
線
と
、
細
い
グ
レ
ー
の
斜
線
を
幾
重
に
も
描
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
雨
を
表
現
し
て
お
り
、
黒
の
交
差
線
を
描
い
て
は
い
な
い
。
だ
が
こ
れ
は
、
人
物
の
大
き
さ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
全
体
が
近
景
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
幅
の
あ
る
帯
状
の
線
で
表
現
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
こ
の
図
で
用
い
ら
れ
て
い
る
幅
広
い
グ
レ
ー
の
線
も
、
交
わ
り
こ
そ
し
な
い
が
、
よ
く
見
る
と
平
行
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
角
度
を
変
え
て
描
く
こ
と
で
風
の
存
在
を
示
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
安
村
敏
信
・
岩
崎
均
史
、
二
〇
〇
〇
年
、『
広
重
と
歩
こ
う
東
海
道
五
十
三
次
』
小
学
館
）。
な
お
、
こ
れ
に
比
較
的
似
た
描
法
が
、『
木
曽
海
道
六
拾
九
次
之
内
』
渓
斎
英
泉
担
当
箇
所
の
「
沓
掛
ノ
驛
平
塚
原
雨
中
之
景
」
に
も
見
ら
れ
る
。
（
４
）
鈴
木
重
三
（
監
修
）・
大
久
保
純
一
（
解
説
）、
一
九
九
六
年
、
『
広
重
六
十
余
州
名
所
図
会
』
プ
ル
ヴ
ェ
ラ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
岩
波
書
店
。
（
５
）
美
人
画
の
背
景
に
雨
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
る
が
、
名
所
絵
に
お
い
て
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
次
に
取
り
上
げ
る
雪
に
49
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
（
６
）
北
斎
の
『
富
嶽
百
景
』
三
編
「
村
雨
の
不
二
」
で
は
、
か
な
り
は
っ
き
り
と
し
た
途
切
線
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
こ
の
作
品
の
刊
行
は
天
保
六
年
よ
り
後
と
さ
れ
て
お
り
、
広
重
の
喜
鶴
堂
版
『
東
都
名
所
』
よ
り
後
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
が
広
重
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、
時
代
を
遡
っ
て
み
る
と
、『
伝
神
開
手
北
斎
漫
画
』
七
編
「
出
羽
秋
田
の
蕗
」
に
お
い
て
、
よ
く
見
る
と
、
数
多
く
描
き
込
ま
れ
た
雨
脚
の
う
ち
の
数
本
に
、
わ
ず
か
に
途
切
れ
箇
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
北
斎
が
こ
れ
を
雨
脚
の
描
法
と
決
め
て
用
い
て
い
た
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
（
７
）
英
泉
に
よ
る
『
江
戸
八
景
』「
吉
原
の
夜
雨
」
で
は
、
途
切
れ
た
雨
脚
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
英
泉
は
広
重
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
絵
師
で
あ
り
、
英
泉
の
こ
の
作
品
が
広
重
の
描
法
確
立
後
か
否
か
が
定
か
で
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
ま
た
、
北
斎
の
門
人
、
魚
屋
北
渓
の
『
諸
国
名
所
』「
武
蔵
隅
田
川
」
に
描
か
れ
た
雨
脚
は
、
カ
ー
ブ
こ
そ
し
て
い
な
い
も
の
の
、
帯
状
に
な
っ
て
お
り
、
近
景
モ
チ
ー
フ
を
覆
っ
た
り
、
そ
れ
ら
と
重
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
も
英
泉
の
作
品
と
同
様
の
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
（
８
）
例
え
ば
、
安
村
氏
・
岩
崎
氏
前
掲
書
（
注
３
）
に
よ
る
。
（
９
）
菅
原
真
弓
編
、
二
〇
〇
一
年
、『
歌
川
広
重
・
渓
斎
英
泉
木
曽
海
道
六
拾
九
次
之
内
』
中
山
道
広
重
美
術
館
。
（
１０
）
橋
本
治
氏
は
、
広
重
の
「
木
曽
路
之
山
川
」
に
つ
い
て
、（
人
物
へ
の
降
り
か
か
り
方
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
）
雪
が
降
っ
て
い
る
の
は
川
と
空
の
部
分
だ
け
で
あ
り
、
視
界
全
体
が
覆
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
一
九
九
三
年
、「
人
間
っ
ぽ
い
雪
景
色
《
木
曾
路
之
山
川
》」、『
芸
術
新
潮
』、
三
月
号
、
二
一
―
二
四
頁
）。
（
１１
）
『
富
嶽
百
景
』
三
編
「
深
雪
の
不
二
」
に
、
全
体
的
に
大
き
目
の
、
不
定
形
・
不
揃
い
の
雪
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
は
、
注
６
同
様
、
天
保
六
年
よ
り
後
の
刊
行
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
広
重
の
描
法
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
（
１２
）
浮
世
絵
に
限
定
せ
ず
に
日
本
の
絵
画
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
高
階
隆
兼
の
「
玄
奘
三
蔵
絵
」（
鎌
倉
時
代
）
の
よ
う
に
、
雪
の
降
り
し
き
る
中
を
人
々
が
進
ん
で
い
く
様
子
を
描
い
た
作
品
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
広
重
が
こ
う
し
た
作
品
に
あ
た
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
（
１３
）
二
〇
〇
六
年
、「
二
代
歌
川
広
重
」、
小
林
忠
（
監
修
）『
浮
世
絵
師
列
伝
』、
平
凡
社
、
一
四
七
頁
。
（
１４
）
ほ
か
に
、
歌
川
豊
重
（
二
代
歌
川
豊
国
）
の
「
名
勝
八
景
三
保
落
雁
」
に
お
い
て
逆
さ
「
入
」
字
型
の
鳥
が
見
ら
れ
る
が
、
刊
行
年
が
不
明
の
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
（
１５
）
本
稿
に
お
け
る
花
火
の
種
類
の
判
断
は
、
太
田
記
念
美
術
館
平
成
十
八
年
度
「
江
戸
の
花
火
」
の
展
示
お
よ
び
資
料
、
さ
い
た
ま
川
の
博
物
館
平
成
十
五
年
度
特
別
展
資
料
『
花
火
〜
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
華
〜
』、
両
国
花
火
資
料
館
で
伺
っ
た
事
柄
、
そ
の
他
花
火
関
連
図
50
書
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
文
献
に
よ
っ
て
解
釈
が
異
な
る
場
合
は
、
類
似
の
花
火
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
断
し
た
。
な
お
、
花
火
の
歴
史
に
関
す
る
本
稿
の
記
述
も
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
。
（
１６
）
「
の
ろ
し
花
火
」
と
は
、「
り
ゅ
う
せ
い
」（
流
星
、
龍
勢
な
ど
）
と
呼
ば
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
の
一
種
で
あ
る
。
（
１７
）
「
ポ
カ
物
」
と
は
、
球
が
「
ポ
カ
ッ
」
と
上
空
で
二
つ
に
割
れ
、
そ
こ
か
ら
中
身
が
放
出
さ
れ
る
花
火
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
開
い
た
と
き
、
個
々
の
「
星
」（
中
に
詰
め
ら
れ
て
い
た
火
薬
）
が
尾
を
引
か
な
い
タ
イ
プ
が
「
雨
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
作
品
の
花
火
に
つ
い
て
は
、「
雨
」
で
は
な
く
、「
噴
き
出
し
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
（
１８
）
「
割
物
」
と
は
、
割
薬
に
よ
っ
て
玉
が
破
裂
す
る
タ
イ
プ
の
花
火
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
菊
」
と
は
、
開
く
と
き
、「
星
」（
注
１７
）
が
か
む
ろ
ぎ
く
尾
を
引
く
も
の
で
あ
り
、「
冠
菊
」
は
、
枝
垂
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
（
１９
）
こ
の
作
品
は
、
天
保
十
―
十
三
年
の
同
名
・
同
版
元
作
品
と
同
じ
版
木
を
用
い
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
花
火
の
種
類
と
上
空
の
描
写
が
、
も
と
の
図
と
異
な
っ
て
い
る
。
（
２０
）
北
斎
の
「
新
版
浮
絵
両
国
橋
夕
涼
花
火
見
物
之
図
」
を
も
と
の
図
と
す
る
「
江
都
両
国
橋
夕
涼
花
火
之
図
」
に
、
花
弁
の
円
形
配
置
と
放
射
状
の
光
線
と
い
う
描
法
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
広
重
の
『
名
所
江
戸
百
景
』「
両
国
花
火
」
の
よ
う
な
、
花
弁
の
領
域
全
体
に
か
か
る
ぼ
か
し
は
な
い
も
の
の
、
描
法
自
体
は
、
本
稿
で
広
重
流
と
み
な
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
図
は
、
刊
行
年
が
定
か
で
な
い
。
広
重
に
よ
る
描
法
の
確
立
後
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
北
斎
他
界
後
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
北
斎
の
こ
の
図
に
は
、
川
面
の
ぼ
か
し
や
空
の
ぼ
か
し
に
も
広
重
の
作
品
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
が
、
北
斎
が
自
ら
広
重
風
に
描
き
改
め
た
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
も
と
の
図
で
あ
る
「
新
版
浮
絵
両
国
橋
夕
涼
花
火
見
物
之
図
」
で
は
、
花
火
は
こ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
噴
水
が
湧
き
上
が
る
よ
う
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
て
い
る
。
（
２１
）
放
射
状
に
光
線
を
放
つ
花
弁
の
描
法
は
、
さ
ら
に
時
代
を
遡
り
、
天
明
五
年＝
一
七
八
五
年
、
鍬
形

斎
（
北
尾
政
美
）
の
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
中
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
図
会
の
う
ち
「
第
二
十
二
景
中
洲
」
で
は
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
の
花
弁
が
一
つ
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
花
弁
の
描
法
を
見
る
と
、
粒
状
の
も
の
か
ら
、
長
さ
の
異
な
る
八
本
の
光
線
を
放
射
状
に
放
つ
形
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
放
射
状
に
光
線
を
放
つ
花
弁
は
、
天
保
前
期
の
作
品
と
さ
れ
る
歌
川
国
芳
の
『
東
都
名
所
』「
両
国
の
涼
」
の
上
空
に
も
見
ら
れ
る
が
、
国
芳
の
花
弁
で
は
、
放
射
状
の
光
線
の
部
分
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
中
心
部
分
は
必
ず
し
も
円
形
に
な
っ
て
い
な
い
。
（
２２
）
広
重
の
作
品
は
必
ず
し
も
実
景
に
基
づ
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
指
摘
は
、
構
図
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
な
さ
れ
て
い
る
。
広
重
は
、
実
景
や
参
考
と
し
た
図
会
を
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
が
、
不
自
然
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
地
を
彷
彿
と
さ
せ
る
自
然
な
作
品
が
で
き
あ
が
っ
た
と
い
う
（
折
井
貴
恵
、
二
〇
〇
五
年
、「
広
重
と
名
所
絵
」、
小
林
忠
（
監
修
）、『
浮
世
絵
「
名
所
江
戸
百
景
」
復
刻
物
語
』、
芸
艸
堂
、
二
四
―
二
六
頁
）。
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（
２３
）
由
良
哲
次
氏
に
よ
る
北
斎
の
波
濤
の
描
法
研
究
（
一
九
六
七
年
、
「
北
斎
に
お
け
る
波
濤
の
系
譜
―
北
斎
芸
術
の
一
考
察
―
」、『
浮
世
絵
芸
術
』、
一
号
、
八
―
二
七
頁
）
に
お
い
て
も
、
藍
色
の
濃
淡
表
現
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
北
斎
の
場
合
、
そ
れ
は
、
波
の
立
体
感
を
表
現
す
る
こ
と
に
生
か
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
同
じ
藍
色
の
濃
淡
の
使
い
分
け
で
も
、
広
重
と
北
斎
で
は
、
用
い
方
が
異
な
る
わ
け
で
あ
る
。
（
２４
）
広
重
が
、
出
羽
国
天
童
藩
か
ら
の
大
量
発
注
に
応
じ
て
制
作
し
た
肉
筆
画
の
総
称
で
あ
る
。「
天
童
も
の
」
と
も
い
う
。
（
２５
）
広
重
の
辞
世
の
表
記
（
漢
字
、
仮
名
遣
い
）
は
資
料
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
、『
浮
世
絵
類
考
』（
仲
田
勝
之
助
（
編
校
）、
一
九
四
一
年
、
岩
波
書
店
に
収
録
）
の
う
ち
、
慶
応
四
年＝
一
九
六
八
年
、『
新
増
補
浮
世
絵
類
考
』
に
お
い
て
新
た
に
加
え
ら
れ
た
箇
所
の
表
記
を
参
照
し
た
。
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